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Q．原稿料や講演料を支払ったときの報酬や料金の源
泉所得税ついて教えてください。

Ａ．居住者である作家に原稿料を支払うときや大学教
授などに講演料を支払うときは、報酬・料金等とし
て所得税および復興特別所得税を源泉徴収しなけれ
ばなりません。

源泉徴収の対象となる報酬・料金等に含まれるもの、
含まれないもの
１．謝金、取材費、調査費、車代などの名目で支払を
する場合がありますが、これらの実態が原稿料や講
演料と同じ場合には、すべて源泉徴収の対象になり
ます。

２．旅費や宿泊費などの支払も原則的には報酬・料金
等に含まれます。しかし、通常必要な範囲の金額で、
報酬・料金等の支払者が直接ホテルや旅行会社等に
支払った場合は、報酬・料金等に含めなくてもよい
ことになっています。

３．懸賞応募作品などの入選者に対する賞金や新聞、
雑誌などの投稿欄への投稿の謝金などは、原則とし
て原稿料に含まれますが、一人に対して支払う賞金
や謝金の金額が、1 回 50,000 円以下であれば、源
泉徴収をしなくてもよいことになっています。

４．原稿料には、試験問題の出題料や答案の採点料な
どは含まれません。

５．報酬・料金等の額の中に消費税および地方消費税
の額（以下、「消費税等の額」といいます。）が含ま
れている場合は、原則として、消費税等の額を含め
た金額を源泉徴収の対象としますが、請求書等にお
いて報酬・料金等の額と消費税等の額が明確に区分
されている場合には、その報酬・料金等の額のみを
源泉徴収の対象とする金額として差し支えありませ
ん注。
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注　消費税の仕入税額控除制度における適格請求書
等保存方式（インボイス制度）開始後も、上記の
取扱いは変更ありません。

源泉徴収した所得税および復興特別所得税の納付
　原稿料や講演料などから源泉徴収した所得税および
復興特別所得税の額は、支払った月の翌月10日までに
e-Tax を利用して納付するか又は「報酬・料金等の所
得税徴収高計算書（納付書）」を添えて最寄りの金融
機関若しくは所轄の税務署の窓口で納付します。

　注　納期の特例の対象とはなりません。

計算方法・計算式

源泉徴収の方法
　源泉徴収すべき所得税額および復興特別所得税の額
は支払金額（源泉徴収の対象となる金額）により次の
ようになります。

支払金額（＝ A） 税　額

100 万円以下 A×10.21％

100 万円超 （A-100 万円）×20.42％＋102,100円

注　求めた税額に 1 円未満の端数があるときは、
これを切り捨てます。

具体例
＜150万円の原稿料を支払う場合＞

　（150万円－100万円）×20.42％＋102,100円 
　＝ 204,200円

源泉徴収すべき所得税および復興特別所得税の額は
204,200円になります。
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